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18 6 0年代にぉけるィギリス労働運動

と労使関係 —— 1868年の「労働組合総評議会」.(Trades 
Union Congress)の成立を中心として〔1〕一 勞働組合連 

動内部の矛盾

飯 田 鼎

( 1 ) はしがき—— I860年代の労働運動の意義 

⑵労働組合総評議会成立の背景  

(3) 60年代の労働組合連動における内部矛盾の展開 

以下次号

r ■

h ( 1 )

2 0 Q 年になんなんとするィギリX 労働運動の歴史の方:かで, 今から1 0 0年 前 の 186Q年代は,ま 

ことに重要な地位をしめている。それはまずィギリス資本主義Q 体制としての確立の時期であるの 

みならず，産業革命の進行過程において生じたもろもろの矛盾が」応克服され，1857年〜58年恐慌 

を切り抜けることによって，文字通り世界市場に君臨することとなったところのイギリス資本主義 

の青年期であった。185]_年のロソ ドンにおける方国博覧会めはそ .の意味でまこ とに象徴的な亊
■ , . . .  . 」 . . .  . • 圓  :

件であり，爛熟したィギリス資本主義の偉容を海外に誇示するとともに，ヴィクトリア黄金時代の
.. • .....

開幕を告ヴ乡合図であったといえ1 う。しかしこのような現象的な華麗さと平穏さにも:M ふらず，

その内部でははげしい相迦と矛盾が.はじまり， 全 ヨ ー ロジパ的な規模で拡がりつつあっ}こ。南北戦

爭を契機とする労働者階級め国際的連帯への動きと統一市瘍形成を達成して強大な產_資本主義国

への途を歩みはじめたアメリカ合衆国，繊維産業および鉄鋼業のいちじるしい伸張によって次第に

ィギリスの市場を浸蝕しっっあっ; ^ ’ドィツ寶本主義の脅威，ポーランド独立闘争を支援する国際的

な労働者階級運動のたかまり，そな;?:その結果としての第1 インターナシ a ナルの結成など,やが

て i s s o 年代以降独占資本主義^ ^ こ至ってその矛盾の規換は一層大差ぐなり，結局 i の破局的な

帝国主義戦争に導かれるところの路線は，実にこの時期に準備されたのであった/  ,

, ■ . *

注（1 ) T1850年と1876年とを隔てるとこ.ろの時代，すなわち1851年の大博.覽会と1876年のイン..ド遑帝としてのヴィ....
グトリア女王の宣言とによ■；»て挾まれる時期は，まさしく，ィギリス資本主義の黄金_ 代、("Golden A削，，)と呼  

ばれ名にふさわしかった „ それはまことらイギリス人にとって奇蹲め時代であったj (G .D.H . Cole and Ray
mond Postgate, The Common People, 1746-1946, 1956, London* , p. 328.

■ .  '
*■— 1 (1213) "~ —
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1860年代におけるイギリス労働運動と労便関係

しかしこのような_ 際的に重要な諸要因を背景にもちながらも，イギリスの資本主義は興隆期を 

迎え，それらと裹尬の関係におい弋イギヴ乂d 社会は , 自由•保守両党の均衡の上に立っ議会政治 

の確立によって議会制民主主義が制度的に定着し，これに相応ずるかのように労働運動も妥協的な

= = , = 重 :

合の確立にともなう労働市場の掌握と労働運動の脱政治的現象が一般的となったととである。かく 

してこの時期は，エンゲルスによって「労働運動の冬眠時代」と呼ばれるに至ったのである。

しかしそれにもかかわらず，この時代の労働運動は，ヴィクトリア黄金時代における「パン屑」 

を拾う労働者階級によって，オーエンの社会主義やチャーティストの精神が忘れ去られたもかか 

わらず，その運動を仔細に検討するならば，労働貴族的な労働組合，経済主義と日和見主義を政策 

とする労働運動という以上に，その内部には複雑なさまざまな要因を秘めていたことが佳目されな
. ( 3 )

ければならない。たしかに全体の傾向としてはエンゲルスの規定が妥当するとしても,そのような 

状勢のなかでイギリスの労働組合運動および労資関係は一体具体的にどのような構造をもっていた
. , f '

のかを追求する試みは，従来ともすればエンゲルスの引用によって解決ずみとして看過する傾向’が 

あった。ここでは，このような従来の立場にたいして批判を加えるとともに，とくに 1 8 6 8 年，イ 

ギリズ労働組合総評議会(Trades Union Congress) の成立によっで象徵される全国的職能別組合の結

成のもっ意義を明らかにしたいど考える。

_ . . * ； ■ '

• . . . . . . . .  .

. . . . . ' ( 2 ) 』 . .

:• へ .：. . . . . . へ  ' . .
1 8 68年 2 月 2 1 日，植字エの二人の労働者ニコルソン（S. C. N ich o lso n )とウ ッ ド (W. H. Wood)

の壻名入りで，労働組合団体の連合としての労働組合評議会（Congress of Tracies C o u n c ils )の招集.
が_ びかけら.れた。 2 人はそれぞれ'マン•チヱ スタ一印刷工組合 (Manchester Typographical Society) の

注（2 )  「反穀物法同盟は中産階級の指導の下に熟練高級労働者の主力を組織することに成功した， チャーテイズム 

はその支配力を失った。1846年にはピールが談步して保守党は分裂した*同組は新しい労働階級政策のための路 

‘ を容易にしたのである。この新しい政策の下において労働者は富裕な^:の食卓から零れ落ちるパン屑を拾うこと 

に満足し, そしてとのパ，ン屑は, 当分は不熟練労働者よりも熟練労働者の大多数に一層多く雰れ落ちたのであつ 

* た」 (G. D. H, Cole, A Short History of the British Working-Closs Movement, 1789-1947，London, 1952, p- 
142.林 • 河上' • 嘉治元如共訳「イギリス労働遝動史H j 岩波書店，1953年, 7 — 8 頁)。

( 3 )  r真相はこうである。イギリスの工業独占がつづいていたあいだは，イギリスの労働老階級は，あ冷程度まで, 
この独占の利益にあずかっていた。こO 利益は，彼らのあいだにきわめて不平等に分割されていた。特梅がな少 

数者がその最大の部分をふところにいれていた。でも大多数の労働者でさえ, すくなくともときどきは,,一時的

* にそ,の分け前に& りついた，そしてとれこそ，オーュン主義の死滅以来，イギリスに社会主義が存在しなかった 

理由なのであるj (Marx/Engels, W6rko, I3d. %  S. 647,邦訳 677 茛> , ‘
' , , , ■—— 2(1214) — -

遣！蘇攻热各‘桃ば泣必这■チ、 'ぶ〜•防̂

1860年代におけるイギリス労働連動ぷ労使_係

( 4 )
会計係おょび書記であり，その呼びかけには，づぎのょうなことが書かれていた。長くなるが,非 

常に童寒な文書であるので，あえてその全文を掲げる。
- . ■画 . . . . .  . .

労働組合評議会おょびその他の労働組合団体連盟設立のためのょ抄かけ(Proposed Congress 
of Trades Councils and Other Federation of Trades Societies)

1 8 6 8年 :2 月 2 1 日，マ.'ノチ'ェスタ■一

組合負諸君
. . . . 

マンチェスタ一おょびソルフォード労働組合会讓は，近来労働組食の現状おょび彼らめ行動お

• ょび原 ®i について， また」般 の 人 々 の な か に ひ ろ が づ て い る 深 刻 な 無 知 を , 名;れヒ と ど ま ら ず ，

現在の議会の開会中に,ごのょうな団体の利益にとって決定的な処置を導人じょうとし女立法府

にょつてなされづつある企てとともに, 深刻に薆慮してきたのであるが, この度との地方^:おけ

る産業の主要な中心としてのマソチェスターにお'いて, 労働組合会議およ沙その他の_福な労働

組合の連盟の代表者め会議を開催することが適_ であることを訴える。このょうな団体に会讅を

限定するこどにょって，諸職業がこのようにし'r 集合的に代表されるめで,多ぐの費用が節約さ

れると考えられる。すなわち，一方においてわれわれの原則のもっとも聡明にして且つ有能な代

表者を選ぶことのできるょ り ょ い 機 会 と な 名 で お 々 う 。 総評 _ 会 は ， そ の _ 事 録 に ょ 戎 ぱ 職 人

階級 （artisan class)が完全に除外されているところの「イギリス科学おょぴ社会科学# 及協会」

(British Association for the Advancem ent of Science and the Social Science A s s o c ia t io n ) .の年次士•今

の性格をとるであろうンあらかCめ注意深く準備ざれた議案書が, _ 評議会の前に出されるであろ

う。それは，現在労働組合に関係するところのさまざまな問題にふれているのであり，前以って

出されている問題点については各議案にづいて討論がおこなわれる : ことにょって，各問題の功罪

についでは，公共新聞の手段にょって完全に世間に発表される。そして論じられる主題は，つぎ

のことがらを含むととが示唆されるシ :
1 ) 労働組合は絶対に必要であること

2 ) 労働組合と経済学

3 ) 外 国 の 競 争 に た い す る 労 働 組 合 の 影 響

4 ) 労働時間の制限

— .    -   . — — _______ ' 一.   ■ -   • ,. - . .  ' ,

注（4 ) 労働組合総評議会（TUC5)は， 1 9 6 8年創立 1 0 0 年を迎え， とれを記念して， 因解と写真にょる眼で觅る 

T U C の歴史ともいうべき出版物を出している，(The History of the T. U .C . 1868—1968, A Pictorial Survey 
’ of a Social Revolution, illustrated with Co'ntempomry，Prints .即夺.Photo客raph岭.ここでの…用は，v :これ fc.よる。.'パ 

な お T U C は，すでにその7 0 年記念出版物として, 1 9 3 8 年に，r労働組合運動の7 0 年/  (Seventy Years of 
Trade Unionism, 1868—1 9 3 8 )がある。学問的価値としては，後者の方が高いように思われる, また, 最近^!お 

ける TUO 研究の標準的なものとしては，B‘ C. Roberts, The Trades Union Congress, 1868-1921, 1958, Londdn 
(George Allen and Unwin lim ite d )があり，ごく 前卑なものとしては, John Loftell and B. 0 .  Roberta, A Short
History ( t h e  T. U, C.,1968/London (MacinillAn and Co. L td l

. * •

• 一~  3 (プ娜—  ,



1S60年代におけるイギリス労働運動と労使関係

5 ) 徒 弟 の 制 限 ，■：, , ；,,
6 ) 技 術 教 育 ' ' '  ,
7 ) 仲栽および調停裁判所 ：

8 ) 協同組合 ' v  •
9 ) 共 謀 ，脅 迫 ， ピケッティング，強制等

1 0 ) 1867年の工場法拡張法案, 強制的監視の必要性，婦人や子供が雇われるあらゆる場所への 

. 、適 甩 、 • '；

1 1 ) 努働耝合にっいての瑰在の王立委員会が，労働組合の利益の秘密保持についてどれほどの 

価値があるか。 ；.；

' I 2) 產業のそれぞれの?中也、地の代表者からの労働組合代表の年次大会の必要性。

労働組合会議やその他の労働組合連盟は， 4 月 6 日にあるいはその前に，この計画を固守する
1 』 . . . ■ . . '  '.ン ' I  ： ： = ■ ■ . . .  ' • . .

ことを喑乐する：ように要請されるのであって,.それは同時に各団体が準備しようとする摩案の主 

鹖の公示でもある。その日以後,会合の場所その他にっいてのあらゆる情報が供給されるであろ

' ' ぅ，。. .  、 .：. . . へ : . . ：. . . 、 . . . . . . . . パ
会 議 は 5 月 の 4 日に開かれ , 且 9 それと関連するあらゆる :貴 任 は ， この会合を超えてゆ発展し  

ないだろう。 '

通 信 は マ ン チ * スタ一， ウ ォ タ ー 街 2 9 番 地 ， 印刷研究所 , W  • H  • ウッド宛，
■. ■ • ' ; 1 ! ■ ■ • .  •

マ ンチヱスターおよびソノレプォード労働組合評議会の命により 

S  • c . ニ コ ル ソ ン 議 長

W -  H . ウッド， 書記 

労 働 組 合 総 評 議 会 （Trades Union C on gress)は， 1 8 6 S 年に成立をみたが , . その意義はおよそっ.ぎの

諸点にあった。すなわち，⑴職能別組合 (craft u n io n )の全国的規模への発展によって,全国的組
. . . -  •' .

織としてのナショナル，センター結成への労働者階級の動きが具体的な事実‘となってあらわれたこ 

と。⑵そのように事実上（de fa c to )労働組合運動が十分な成熟をみていたにもかかわらず,労働組

合は法認されておらず，.従って労働組合総評議会（Trad印 Union Congress) —— ■以下T U Gと赂称 -

は，労働組合の市民権の確立のために何よりもまず全力を傾注すべき組織体として意義を担わされ 

、ていたこと。•そして最後に，⑶それは労働者階級の政治的独立のための闘# —— たとえば, 第 2 次 

選挙法の改疋一~— とも密接な関# 耷有し, 労働運動における階級調和とならんそ，労働者階級にお 

ける !11由= 労働政策を生み出すことf cなったととである。以下これらの_ 題に即して論旨を展開す 

ることにし:よう'  人

上に掲げ.た 「よびかけj において明らかに多れているようr , 当時の勞働組合の憂うべき状況と

切働畓階級の間— 般に拡がっている無知とこれを利用レようとする立法府の態度がますます深刻, . . .
—— 4 1̂2 lb) —

く!馨な-会藉ぐ緣嫁:沿坂。撕ゼぺへ3太於奴ぬ̂

. 作におけるイギリス勞磡迩勑と労使関係 

な問鹿となぅたことが，具体的に意味するところのものはー怀何であったろうか。•これこそ，t u  
C成立の直接的な契機をなすものであった。まず桁摘されなければならないわは>  1850市以来，急 

速にその力を伸張し，全国的職能別組合として成長してきたクラツト• n --オンが i8 6 0年代に至 

っ弋，資本にとって容易ならぬ# 威として感じられるようになったことである。すでに新型組合め 

典型といわれた合同機械工組合. (Amalgamated Societies of Engineef*s.以下ASE 'と.略称）..は，1852年'... 
に出来高把制と時間外労働の惯行の廃止を要求して大規模なストライキを敢行(1!,またほぼ同じ時 

期に締寒兔働者はフレストンを中*し、として貨金リ丨き上げのス.トイラ年を行う'とV、'う'よう..に，.."..きわめ 

て頑強な闘争力を秘めていることを示したのであった。しかしこの両渚は把合の組織および構造の 

上からみそ注目すべき差異をもっており，前者は，いわゆる合同組合（Amalgamated societies)とし. 
て経済f t争と共済活動との緊密な結合，運営の中奂集衡匕妇よび労働の供給と条件にたいす る 制限 

的規制という非政治的政策を掲げたのに対し, 他方, 勒績エ織布:！;組合連盟は，前者とは全く対照 

的に，地方単位の財政と連合的播造，標準価格表に趣豳をおく：団体契約，そしてとくに労働時間と 

労働条件め法的規制の要求を着実におしすすめたのであっ^:)> この両者の差異は，間もなく運動の

面でも大きな婢紋を描くことになるので、あ恙广 '
. ；. ■. ， . . . .  .

機械工および綿業労働者の組合の合同 (amalgamation)および速合 (federation) •の型態とならんで

50年代における注目すべき組合は，建築勞働者と炭鉱夫組合であって，前:音の組織は，機械工組合

とは異なるところの一種の連合組織であ■り，後者は. a m a lg a m a tio nとも f e d e r a t i o n とも興な.る..と.
ころの全闺組合組織であった。印年代は，以上め四大全合を中心として労働条件の改善すなわ

ち 9 時間労働制の要求, 賃全ひき上げ，労働瓌境め改善などをはじめ，労蚴者の齊通選挙権の獲得

や労働4 l合の法的承認などの政裕的要求を掲げて起も上った時期であり，そ こ に は た し か に 「チ ャ

一ティストO 時代」にみられるような社会変苹的な婆求や革命的熱狂はみられなかった と は い え ,

熟練労働者を中心とする毕はんな大衆の経済的要求を基礎として，闘争の規模および持続性という

. .  . i. .... . ■ . . - :
    . _ . ; . ' : ■ . .

注（5 ) 合同機械工組合の成立にづいては，：ウヱツブの叙述が.も っ 簡 潔 で あ る 。.これによれぱ， .「ウイリアム.* 
ニュートン（W illiam Newton) ■の指導の.もとに，̂ :蒸気機関エ . (Journeyman Steam -engine), 機械製造；K (Ma-ノ... 
chine M a k ers )レよぴエ_ 大工 . (Millwrighits) ’が合同しンャンチェス.ターに木部‘4 ,おき，..紺命讨および常の点.-..: 
で/他のいかな夸組合をもはるかに凌いだのセあった j  (Webb, History of Trade Unionism, 1920, p. 208 f . )

(6. )_ し れ つ V、ては，Webb, History, p. 215 ff. および Jefferys, The Story of the Engineers, 1800 1945, 
1945. London p. 68 ff. • '

< 7 )  G. D. IL Golh ibid•，邦訳 7 2 H 。

( 8 ) 迚築エの初期の全国組合の結成j cついて，ボストゲイトはつぎのようにいう。 「企丨!概織のはじまりが，どの 

上うにしてつくられたにせよ，大組合が1832年にそれらをひきづぐまで，それらはたいしたことはなか っ た。 

....その,年1■こ:，: .維築職.エ 組 合 (Operative Bulldera Unidn)i 現存の組合の迚合と.：して；越しナこ地位をしめた.そ.
の活動によっ て，弱小組合はひとつの全国的な邸体々なり， 組合員数においても組綠においても強力となった。’ 
それが浸透していったずベてめ部市において，新しい組合眞め流入をもたらした」 (R. W. Poatgate, The Buiト 
ders* History, London, p* 57). 1

— 5 ( 如 び 一
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1860年代にみけるイギリス勞働運動と労使関係
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点 か ら み て ，產 _ 革命期のいずれの連頭 / よりも根強いものがあっナこ。 労働市場の独占的拿握と共済  

.制度の確立と :を背景とする強力な交渉力は，世 界 市 場 〖こ蘭権を唱えっつあったイギリス库業資木に  

，とってようやぐ耐乏がぢいもめとなった。ま 8年 恐 惜 の 克 服 の の ち , 短い期岡の 好 景 気 の の ち ，齊  

び 5 7 —5 8 みに深刻な不況に落ちとんだヨーロッパ市 _ は， イ ギ リ ス 資 本 主 義 を し す い ' ^ じるし V  

景気後退に追い込み，:と く に 線 工 業 蜱 深 刻 な 動 揺 を 経 験 こ の よ う な 状 勢 の 食 か で 資 本 は ，懷  

姿 勢 を 高 め ，勞奪対決の風潮が次第に鱗厚となった。 もち今ん， このような対立は経 _ 的要求と称  

治 上 め 権 利をめぐるものであり * 資本制経済秩序 を 前 提 と す 夸 も の で あ っ た が ， し か V それにも；か 

かわ ら ず ，弹 太 な 全 . 的 職 能 別 組 合 め 出 現 は ，普通選拿権獲得闘争が次讀ヒ自熱的となりクリある  

折柄，重大な 脅 威 と な り，労傾 )組 合 9 力を削減するために何らかの手段をもって対铒しなければな  

らない状勢となったの :である。資 本 に よ る 培 力 は , _ プ ク • アウトをはじめ， 郝库および時謀など  

のさまざまな形で、行 わ れ た の で W って , 「呼びかけ」 の な か に警告されて、、る と こ ろ の 「一 般 の 人  

々のなかにひ夸 # りている無知 j ( が， しばしば G の よ う な 脚 庄 JCとっでまととに好都合な条件 4 レ 

て 利 用 さ れ る :ことも少 •ぐなかったのでもる。 い も ゆ る 「シ ェ フィ一ルドめ -暴行 .」 や r主従 法 丄 (Ma
ster and Servant A c t ) の 問 題 は そ の 意 味 で ま ことに象徴的であるといえよう。 とこ今で . TJJC の鲜  

成がいまのべたよ . うに，基 未 的 に は 1 8 5 0 年 代 か ら 60 年 代 ゆ 、けての資本 ;と賃勞働の対抗 _ 係 ， 国 

際 市 場 を 背 设 と す る イ ギ y ス 產 業 資本の厍カと労働市場の全マ的掌 S を 確 保 し た 四 大 耝 合 と 肩 矛  

盾 • 対 立 を 条 件 と し で h らわれたこよは， たとえば , 「呼かかけ」 のなかで，論 議 ず べ き 主 題 の ひ  

• とつとして， 「外国の韓爭にたいする勞働組合の影響」 という項 目 が あ る ら 夸 か ら も う ’か が わ れ る  

ところである。 だがそうだとし七も , 機械 工 ，綿 業 労 働 者 ，炭 鉱 労 働 者 お よ び 建 築 勞 働 者 9 各全国  

組 合が，T U C の成立ヒあ ,たって， それぞれどのような役割を果したが，ま たこ Q 四大組合相互の関  

係 ，組 合 構 造 , 組合政策の相異などが童要な問題 .で あ る ば か り で な く ， これらの大組合とそのほか  

の 数 多 く の ク ラ フ ト ュ ニオ ン との関係がどのような状態にあり、 これらを綜合してイギリス労働運

動 が い か に し て T U C の 結 実 を もたらしたかが更めて問われなければならない。 とりわけ問題とす
■ . .  ■ ■ . •

べきは, T U C とそめ結成にあだって指導的役割を果したとみられるジャンタ(Jlinta) との関係， 

およびジャンタめ労働組合運豳におけるヘゲモニーに桃喚的なグループ，すな：わち機関紙「ビー_• 

ハイヴJ (“Bee-Hive”）によって, チャ一 ティスト運勅の革命的伝統を固守しょぅとするジヨ—ジ* 
ポッター （George P o t te r )の評_ であって，このようなイギリス資本主義の政治‘経済および社会 

の全体的発股という脈絡のなかで，丨860年代を考察するとき，との時代の労働者階級の連動をもっ 

てしばしばいわれるように；「ヴィクトリア黄金時代丄のr労働貴族J の組:合運動というみどデル 

■スの规宠のなか匕解消してしまうことは, 蓮本線としては芷しいとしても，筒単に説明しえないさ
. . . . .  ■ .... ..... . ノ ......
注（9 ) これは_ としも南北戦争後の棉花の払底にもとづく高伽格によるものであら.て, 1857年および5 8 年のイ 

ギリス綿エ橥を迤豳的状態におとしいれためであった• ，ハ ‘
.一 - 6  ( 1 2 1 8 )  — ~
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まざまな局商を含むことを無祝するものであることを敢えて云わなければならなぃであろう•

金国的職業別組食の形成は，その前史としては，1833印〜34年にかけての眾命的ではあったが，
V - : ソ . . '  . ■  ' ' ■ ' . . ■： > . く - . -

きわめて短レ、也命しかもちえなかったグランド• ナ シ 3 ナ ル （Grand National Consolidated Trfideg 
U n io n )にみることができる。またこれと相前後して連合王国全紡績工組合(Grand General Union of
-ノ ； ノノ トパ.り-：'、'卜 ノ "■ * '.ノ.ン ；.;；-.：：；

All Operative Spinners Of the United Kingdom), 建築職工組合（Operative Builders Union) などの出現 

は，养ぐとも3 ， 4 年，短かぃ場合は数ヶ月で衰亡してしまうところの，_ わめて不安足なはかな 

ぃ組合であり，熱練：D P 糾織とぃうよりは，一般組合にほかならなかったp 50年代以後の全国的職 

能別組合今原型ともいうべきものは，1840年代，まさしくチャーティスト連動の激動の時代に，K 

れと密接な関速において也誕したのであって，1 8 4 2年 1 1 月，ウェイクフィーふド（Wakefield) に
： ■'  . . へ -...に ：.：. . ' ( i o ) .'...卜...‘；

おV.•、て結成された英.国炭鉱夫組合,:：（Miners Association of Great Britain and I r e la n d )であ_づ_た。...注目
' * * ' へ'.，.'…，..' ■ パ.'.， :.ベ■ト : ..ペ；い...-'.V'ミ.：

すべきことは，従来，.炭鉱夫組合は，ぃわゆるクラフト• ユニオンとは異なって，特殊な目的违成

のナこめの一時的な手段としての結合のように，しばしば爭議団体として、の初期的な性格を強くもち,… . ! ’ . .. ' ; (11)' ' : '. 
爭議の解決もしくはその要求の達成後は商ちに解散されるところのものであった。そしてこのよう

な事情は, やはり当時，共同の速带をもって闘った陶工組合(Potters，Union), 綿紡縱エ組合（Cotton
Spinners* A ssocia tion ),石工組合（Operative. Stonemason), 全国印刷労働者組合（National Typographical
A sso e ia tio n ),連合ラリント • ガラス製造エ組合（United Flint Glass Makers，Society) 蒸気機関製

'造X 組合:，(Ste^m-engine>Makers’ . S o c ie ty )などの諸組合の場合も，. 多かれ少なかれそのよ.う:な初期...
的性格を脱しえなかったのであって，その意味でォーェンとジョン• ドハーティの影響のもとに形
.... ' .... • . .く- . .， . … ：'■■/> ン .....'；• .广

づ くられ/こ，全国労働,保護連合組合 .（Nal^ionaL Association of United Trades for the Protection of 
L a b o u r )もまた, そ 9 運命をまぬがれること力}できなかったのである。 ただこのような初期性の 

克服の上ル, はじめて，50年代以後の全国的組合の展開が可能となったことは亊実で，その意味で 

炭鉱夫組合は， もっt も早い時期に， その全国組織を確立した組合のひとつであった。 ただそれ 

は，当時の綿業労働者の組織と同じく，入職制限と共済制度とを欠ぃたところの一般組合であった 

ところに，..他の職能制組合との間に政策上の相遠をもち，i 8 5 0 年代から 6 0 年代にかけての全_ 的 

なクラフト、ゴ二ォソp 展開においても，労働運動全体における蜇み* 綿業労働渚と同じく， 鎌  

单命の全旅史を貫I 、てつねに労丨i 運動の第一線に位置し.ていたにもかかわらず,逝動の方向性を決

注（1 0 ) とれにづい*t は，Raymond Challinor and Brian Ripley, The Miners* Association, a. Trade Union in the 
Age of the Chartists, 1968, London.を参照。 .

( 1 1 ) 「於世紀命半中，英国では，労働組合は出来たり，溃れたりしていた，熟練職工の地力組介の一部, たとi ば 

ロ.'/ドン植字エ同エ会のごときは，永く存在することができた。 しかしそれらの組合でも, 大部分はW与‘改造し 

たので, 4 日では，ポイラーエと恐らく鉛管エ以外は，1850年以前にさかのぽって維続的の存在を真に誇り得る 

全国組鶴は0 とつもないj . (G‘ D. H. Cole彳、An Iutroductlon. to,Trado Un丨on丨则，1953. London,水上鉄ニ郎訳. 
「努働組合入門j (上) ，有斐間，1958印，2 V M ) ,

■ ' … : ' ハ’ノ.： ： .ノ ノ,
♦   7  ( 2 2 1 9 )
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I860平 代 に お け る イ ギ リ ス 労 働 迩 動 と 労 使 関 係 . :

定づけるまでに至らながっ.た理由がある。この方向锉を規定したととろめ、ジヤ'ノタめ橄成をみるな 

らば，それは明らがであちう。すなわち, A  S E の常住書記ケィリアム• ナラン (William Allan),
合同大i およが指物師組合 (Amalgamated Societies of Engineers and Joiners)の常柱書記に口ハートV
' . . .•ベ：，' ' : . . . -• ■ -. : . . .  ノ .. ： ノ . ...... ノ、 ; '..

ア ジプルガーメ (Robert Applegarth)；嫉j ：組合の書記ダニエル . ガイル (Daniel Guile),煉充皦人組
.-...ン • =' .. . . . .  . • ； . . . • '• ....'- - .' • - , v 、 .' ■ .■

合のエドウィソ • クールソン (Edwin 6oulson) * 婦人靴エ組会のジョージ♦オツジア (George Odger)
ノ ン . ! • - ' ...•.、 . . . .  . r '

で，これらの指導者の経歴および業績にっいては, ゥエ V ブ夫妻の解説によって明らかでもるが，

C れらの指導者を生み出した組合組織は一般組合ではなくク今デト• ュとオンかあるいはその迪合, ' . . . . ，. . .  ： .
休の全闺組合であったところに大きな問題があり，そうした実力と背JK•のもとに各地の労働組合評 

讅 会 (trades c o u n c i l)を支配し， それを通じてイギリス労働組合運_ を决定的に左右するところの 

指導部を形成した6 であった。1紐0年まで永久的な評議会^ グラスゴウ, シ《フィ 一ルド， V ヴ 

ブプール，エディンバラに創設され，1861年，ロソドン系働組合評讓会が建設され，ジャンタ^!莫 

配するところとなることによって，労働組合世界におけるジャンダの圧倒的な地位は確立ざれたの 

である。もちろんジャンタを構成したこれら© 人々の個性はそれぞれに強烈であり，その組合の力 

と個人としての彼らのひとりひとりの指導力とが奇妙に审着ずるどとにi って期せずして相調和し, 
ひとっの臣大な協力体制となっ たことは決して偶然そ-はないが, それにもかかわらず,労働運動め 

組織性の面で中也、的な人物として目されためは，ジ 3 —ジ . オッジアセあった。

しかしながら，18 5 0年代の労働組!合世界が，ジャンタによって全一的に支酤されていたとするゥ. 
エ ッブ夫妻の見解にっいでは，最近, 重大な疑問が提示されるに至った。ゥ4 ッブはジャン夂め連

ス， ガイル , クールゾソおよびオッジ T め役割をほぽ等質なもの

オッジァほ，アップ
 .

>レガースをはじめ他め指導者たちが巨天な全国的なグラフト. ュニオンの常任書記め資格で，それ 

ぞれの組合め利_ の共通性の確認の上で緊密ん協力体制をとっヤいたのにたいしやや違った立場

動におけるアラン，アップルガ 
， '• 0 4 )

とみなしているが，これについてはつぎり点で問題とさ;K なければならない

注 ( 1 2 ) 労働紙合評_ 会の性格を有する最初<p永続的な委員会は, 1848年,資本家の刑法上の訴訟による圧迫から労 

働紺合を.保_ する：i tめにリヴ7 プ一ルにおいて連設された、「穷働組合擁護同盟」 (Trades Guardian Association) 
であったといわれる。 グラスゴウにおV、ては，I 825年以率，特別な目的食もった合同代表委員会が開かれていた 

といわれる• しかし知がら，本来の評議会にもっとも近似的なものとレて注因すべき組織は，シ尤フィ一ルドの 

印刷工組合を援助するという柄別な自紐をもづて結成された勞働組荅組紐協会. (AssOciati他 of Organized Tra
des) であって，これがやがて労丨動組合H?:議会となったといわれる（S. to d  B. Webb, H istory of Trade Unioni
sm, 1920, p. 243, footnote) . なお雄築エを屮心として逑設され/こバーミンガA の評議会については, John Cor- 
bett. The Birmingham Trades Councils, 1866—1966, 1966, Londbiv がある。

(13) これにっいては , 明治文献!■•丨j，荒邶雜村訳《"労 働 組 合 功史」 ( ± ) , 油 轎 （解説〕を参興,
( 1 4 ) ウ* ッ'ブはつぎのよ■うにい1 。「.アラン，アップルガ一ズ, ' ガイ.ル,■クールソ.ンお上びすッ■ジアf c おいて，労働 

机介3®動の中傷渚は, イギ！ 中逄階紐が‘  くも印象的であるとするところの強烈女個性,與常な突務的才能お 

よび役所Wの礼節を多分にもつとこ各のもの6 結合に歧而L た;ければならなかったj (Webb, Ibid., p ,汾0.)ここ

• では，それぞれの指撙沓の力格 :威知よび社会的評価6 点そ一様なもろとしての4 もれている。 しがしオッジ

アの力は庄倒的であった。 ..■ ■ • • .  ,
, ~  m m  —  ’

I8 6 0年代におけるイギリス労働運動と労使関係

に立っていた。すなわち，労働組合のニ般的政策の® f c おいては彼の政策に類似していたにせよ， 

自己の出身の組織としての婦人靴エ組合書記としてめ地位を保有企ず，1 8 6 2 ^  ロソ ドン労働組合評 

議 会 （London Trades C ouncil,以卞L T Cと略称）の書記となったととは, それが，勞働運励の中枢的地 

位をしめ，やがス：はじまっ袷第1 イソターチシa ナルとの接触め“ でIB大な意義を‘もつようにな 

った。 T U  G の成立は，ロ 'ノドン勞働組合評議会に結燊子るジャンタめ指導のもとに成'立したこと 

はたしかに事奐で、あるが，その瘙緯ぱそれほど単純ではなく，ジキシタとジa “ジ •ボ ッ ク --を中 

心と十る拿紐的勢力との競合関係が冬れにたいする重荽な契機とならたものであることは注意され 

なければならない。以下この点にういて論述しよう。

( 3 )

18 6 0年代のィギリズばずで措摘じ た よ う 「ヴィクトリy 黄金蜂代」とぃう言葉にあらわH 
た平穏と繁栄とは衷旗ゼ，さまざまなf e伏やはげしい動揺に各ちみちてぃたそれであった。18 6 2年 

のポーランド独立闘爭め影響どこれ泛つづく 第 1 ィ ン タ ー ナ シ a ナ ル の成立, チ ャ ーティスト運動 

のあ名意味セの復活ともぃえる普逋選举権の獲得の大衆的蓮動，盛化されつつあった労働組合運動 

にたいする政府のはげしぃ庄迫など，全体としてィギリス資本主義はこのような矛妈をはらみなが 

らも，ぃちじるしぃ隆盛を藥き上げてぃったのでるホ，労働者階級の運動は，その内部に幾多の 

対立競合の関係を秘め'o つ，体制内運動の限界の極限にまで追ぃつめられてI 、ったことが特徴的セ 

ある。すなわちその極限とば, ひとたびは労働組合が，その法的承認をM前にして，事实上，その 

存在を市民社会め内部>こ定着せしめ，勞働者階級め経済的. 政治的権益を擁護するものとして機能. 
しづつあったとき,再び1 8 2 4 年以前の非合法の庠制の時代に.もどるか，それとも，既得の成:^ 9  

上に立って，その前進を一層んしずすめ, 輝かしぃ労働組合法の法認を獲ちとり，名夾ともに合法| 
的存在たることを宣言するか，このいずれかの岐路に，1如0年代のィギリス労働者階級は立ち至っ

圓 ■ , - . . .

たのだとぃうことで'ある。1 8 68年 c p T .U C の結成もこのような熾烈な願望のあらわれであったが，

こうした重大な課題に起ち向う勞働者階級の前た■あらわれた矛盾として，ジャンタによって代表さ 

.れ，ロ 'イ ]>シ纥その本部をおくとと^)の全国的職能別組織の指_ 者と，これに対立+ るものとして 

機関紙 , 「ビー ‘ ハィヴ丄（“The Bee-Hive”) によるところの，主としてミッドランド地方および北 

秘地方の数多め小锐模な労攧I組合‘ 勘鍵をおくジa — ジ . ポッターどの対立関係であって，$ れこ 

そその当時の運動の内部に重大な波紋を投じ，また— 般に深刻な意義を意識せしめたものであった

注（15〉，r ビー• ハイ | / j  紙 6  くわしい分析についてほ，Stephen Coltlmm, Tho B e e - H h e  Newspaper i Its Origin and 
Early Stru8*gl6s (iCasays in Lia)b6Uf lii&tory, In Mehibry of G. D. H. Cdle, 25 September 1889—14 January 
1950, edited by A a i  and John 板Villo, London, I960, p p .174 It を参照。. ： 丄 . . . 广. . . . .  ' '
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姆柄̂ ^ 巧撕，挪挪別j卿•卿to娜 切 雜 黑 ' _v；二、、％̂̂^v>v;wi: 細 崎 竭 觸

I860年代におけるイギリス労働運動と勞使間係 

といえよう。すなわち，I860牢代におけるオッジブを先頭とするジャソタ'の活躍とこれと相拮抗す
■..パ . . . .：レ ， . . . - . • .  . . .  . . . , - ,  :

る勢力としてのポッターとの対立抗争の関係は. しばしば指摘されるように,たんなる両者の派閥..... . :1' : - ' (16) : - ' .ゾノ
関係や人脈酿あるいはこ撕ともなう感情問題などに解消しうるところの問題ではなく，すぐれ 

て組織問題であるところにその重要性があり，こうした問題性を含みながらも，イギリス労働揮雜 

は，第 2 次解法を獲ちとり，'労働骑法の制定を迎えるのでドて，こ こ 典 こ ■ に 留 意 し  

.て考察を進めたいと老える。 ； ‘ 二 、

ジョー、:> •ポッターの労働運動への積極的な参加とその結果としての有能な組織若としての名声
' リ (17) ... . . .、. パ-
は, 1859〜60年めロンドンの建築エのストライキおよびロック• アウトにおける目ざましい働きに
* • 1 ：V. * ：• ••

よっていた。彼は運動の丨目標として， 9 時間労働制の要求を復活させ，雇主のp ック•アウト攻勢 

にたいして要求の貫徹を対置して•主張し, ついI•こ解雇を取り消させ，とれによって彼の組織者とし
.ペレ:：. . - '' • .... : i : ,  . 1
ての地位は確立し，全国にその名を知られるに至った，時恰も，合同大工および建築エ組合(Amalga-. . . . . . .  • . . . . . .  ■ ；: ■-；.
niated Society of Carpenters and .Joihe;rs.“ ..:•‘以下A.S C J  と略称) 、や谏九職人組合(Operative Bricklayers*
ン::.ツ: . ' パ. : へ…. V... . . ，い- ' . ニ. ...へ.....'' ' ■.厂::.:

Society), そしてロン ドン労働組合評議会 (London Trades C ouncil* “ • LTCと略称) が建設され9 つあ
、. . ド 卜 . へ. : . . ノ1 ノ バ ' . - - . . . へ. . て. - , . 、： ' ' ，' . . . 'パぺ...、.'...」.-.-:.:. . .

った時期にあたり， 労働者組織の強化に並行して, 雇主の側からも , 1 8 6 1 年には， 時間払い實j ..'パ / ' . * ' . . ■ . ..'ぐ； . . . . . . :'  . * ' ■ ■ . ' .. ノ，.'.:. .
金制 (payment by the h o u r )が強行されようとして， これに対して石工ならびに揀瓦エQ 間がら，. . . . .  ... ■ ' ....  ‘ …— . u.... 'づ ン:
この新しい貨金体系にたいして反撃の声がたかまり，このような状勢にたいしてA S  J C は全力を 

尽して闘わなければならず，労働運動の危機的状勢は，ポッターをして，全国的な労働者新聞の発
' (18) . .バ ..

.刊を決意させたのだといわれる。「ビー • ハイヴ」紙は，1 8 6 1年 1 0 月 1 9 日， 2 ペンスの週刊新聞

注 (16) . 派閥的な抗争として把える <：とによって, 組織的な間驛としての侧面を軽視する傾向は，ウ本ツブ夫妻も章 

たまぬがれないところであった。例えば，つぎのような叙述をみよ, ’ 「この時代o 新制において,姿を現わすとこ 

： ろのボッタマは，ジャンタの政策にたいする強力な反対を実際に展開しようと努力レていた.。彼が指導的な役割 

を來たした I859〜㈨ 年の建_ 業9 争議のうち, 彼は，労働組合世界の週刊の機関紙 .「ビーハイヴ」を発刊さ背 

た6 みずから*3 ンドソの大工の賴業ク■'ラブのメ'ノバ’一であったので，■.彼はアジプル力*—X や合向組合{«：きぴし'く 
対立した。そして 1部4 年以降• あらゆる不満の爆発の先萌fc立っているのを見出す。煽動および宣伝£p技術 

おける’雄門家として，. ボッタ一は， r ビー• ハイヴj だけでな< rタイa j の軽率な轉者には,彼が勞働者階級の 

もっとも影響力のある指導者でi b ると信じさせるほど, それほど目立った存在として映った;の で あ る (Webt, 
History, pp_ 254-255)。 二...、 * 、

(17> 1 8 5 9年のロンドンの逑築；! :のストライキは, r 9 時間運動」からおこったもので t ) , そ€!逋動は> .すで片

I 853年の石工の植合によってひきおこされたものであ名。この孕請のイデ I fス労働運動史上に妇ける画期的な倉

耍挫は，この郎争を援助ナるために結成されダこ委員会一ら, L T 0 が恒久的)i 団# として出現したこと.である,
そもそも® 築労働渚は，石工を除いて，小さな_ 方的な職檗クラブや職業的団体という取で钽綠されていたので 

■あって，争議の場合には, 共同行動のための地方的な合同委員会(jjoint CommHt抑〉を結成したのであふた• な 

' ■ お，. . この争_ にづいては，G.D.M, Cole and A. W. Filson/ British Working Class Movomentfl, Select；D6cumeftts
1789-1875, London, 1951，pp. 486-488, (“Balance Sheet of the Late Strike and Lock-out in the London Building*
Trtidcs” 1860, Preface, p. 3 ) を参擦。 ,

, (19〉 Stephen Coltham, Ge6rge Potter, the Junta and the Bee-Hive, (International Eeviow of Social Hiatory,
Vol. IX-1964-Pt. 3‘ p. 391 fT, B. C. Roberts, Trade Union C o t i g r m ,  1868-1921, 1958, pp, 20, 2 6 .and 63.

— 1 0 ( 1 2 2 2 ) —

蒸羅®纖微较忒汾納卿了破改卿̂奶■於，观训，ザ̂̂^

I860年代におけるイギリろ労働運動と労使関係
, ノ . : ： 1̂9)

として発刊されたが， ポッター由身は,.' 最初はこれを編集する意121を有せず, . ジョージ.トラウ 
： . (20)

ブ(George T r o tip )とロパ一ト• ハ“ トウェル(Robert H和' t w o l l )がそれぞれ編來渚および剐編染者

の地位:をしめ丈いた。 ところがこの新聞は, そQ 必要の緊急牲にもか か わ ら ず ， 資金の不尼に惝

.'み，'そめ結果，.'急進主義者と.して知:ら:れ の ち の 第 '1 インターナシ名,ナ:ルお.よび改革述丨Pi(Reform
. . . . . . . V  . ( 2 1 ) ' 一 ’ . . ' . . . . . ' . . ' .  . ' . パ ：：. ' ' . . ：；V>

L e a g u e )の会計係ウ（リアム• デ/レ (William Pe丨1 ) から 1 2 0 ポンドを借りる羽目になった。 とこ

ろが，元来ブルジョア急進主義者として，「ビー ‘ バイヴj をジャソタおよび彼らが庄倒的な力を

. 振 :うL T  G の捧関紙とレての役割を賦与:しX うとしていたデルは, サッタ一のジャ、ノタ無視にたい

し文不轉を抱き，ここにポジターは，このような桎糖から逃れるため，みずから7 人の友人ととも

疚新たな企業としての新聞をはじめ,取締役会を構成してそのもっとも重要なメソバ一となった。：

ここにおいてまず，ジャンタおよび.L T  C .と.の決定的な対立の局面が生じたのであり，それは同時
1 (22)

に•，彼が现に指導し'O々あるA S J Q の書言己で、ある戸パマト•アッブノレガ一ス (Robert Applegarth)
ともはげしぐ対立することとなるのである。しかしそのよ.うに対立する側面の激成が，ジャンタと

• ! ； . . . .  ' ■ ' - し ..1 .

や間に決定的な対立を醸し出したかといえば, 必ずしもそうではなく，第 1 インターナシ3 ナルと 

の闕係女めぐって微妙な協力と競合関係がなお存_ したことは記憶されてよいだろう。

要する吟, 1 8叫年代の労働琿動をめぐる諸関係は, つぎのように要約することができる。.すなわ 

ち労働組合運藤の生歸t もV、うべきジャン.：タね対するザッタ一およびへ一トウエルを中心とする反 

主流的な力と9 対抗関係を主軸としで，第 1 インタブナショナルの国際的社会主義ないし労働運+_ 
の場面:e o f教紗な触れ合い, さ音に， 印年以後，急速なテンポで昂まりっっあった男子膂通選挙 

権獲得の運動- ^ それはやがて6 7 年に至って都治の世帯主の労働者に新たに選挙権を認められた
. . . . •  - ( 2 3 ) '  、. ぺ . . . . . . . . . . . ' . . -

；ころの第？次選挙法煞正をやぐる两|派め運動方針9 懸嗝，そして龔後にもっともffi要な問題として 

o 労働組合運動の展開の諸局面匕おける両者のはげしい確執と拮抗の興係，：およそ以上の三つの重 

畳たる相関こそが， 6 0 年代の労働運動を動かすもっとも甚本的なモティーフであったといマても

注 （19) Coltha叫  ibid” pp. 392—393.
( 2 0 ) 印刷工として若い顷チャ一テイスト迎勋に加わっていたが，のちにポツ夕” とともに「ビー•ハイヴj の編 

集者となり，访 1 インタ一ナツg ナルめ創立大会に参加し汔：のち〖こ改革速盟め執行要员，ロンドン労働珩協会 • 
の窗記として沾躍した /T he General Council of the First International 1864-1866, The London Conference 
1865, Minutes, p. 445.)

■ ( 2 1 ) ゥイリ■/ム • デルは，出身故塗内装飾家であるが，イギリス穷働若階鈹および民主主顏迎動において估孰し，

、 「労働器階級福祉述盟j (Universal League for the Welfaro of tho Industrious Classes) およびポーランド独立 

英国民述概 (British National League for the Independence of P o la n d )の -^ンバーとなり，さらに站1 インタ 

ムナシd •ナルの総務委贳会のメソバーとなる（ibid., p. 447)。 ■ ： 1 ■ ’
(2 2 )...アグヅルガ ..*，スの也迎についての記述は，.:ん W» Humphrey, Tho L ifo .o f Robert A p p le g a r thにくわしい* .ノ 

.なお抑取な .も，のとしては<' Mtiv名 <wet Cole, Makers of the Labour Movement, 1948, p , 145 r. Robert Applegar
th, そ■して Webb, H islory , pp. 236-7. .

( 2 3 ) ごれについては，邦文としては中村英勝rイギリス議会政治史J C4rm\) 1959卬がくわ;しW
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1860平代に.おけるィギリス労働迤動と労使関体 '

V,■-.：■ ■ • ； . ’ ' . . . ■ . ._ : . . A
. 過言ではない。ロンドンの労働者は, 早くから国際的な感覚を身ヒつけ, すでに 1 8 4 8 年の時点で , 

大腔からの多くの連動家 • 来訪者との接触, そしでそれ以後,ヨーロッパにおける革命的蠶囲気の 

退潮にともなう亡命者の移住などによって，50年代以後， p ソドソは国際的な労働運動および^:会 

车義迩動の巾心となるに至った。従ってV ンドン<b労働者階級が，1864年にはじまったS l f e ih 会主

I 義 連 動 に 深 い 関 心 を 示 し ま た 期 待 を i せ た こ と ば き わ め て —然 で あ っ X , そ め 結 來 合 _ 組合会議  

(Con^ei'ence of Amalgamated Trades) の結成を通じて， ジ ャ ソ タ め テ ィ ー ム • ワしクがはじめられ， 

I / T C の斟記としてのオッジァは， その中枢的な地位を利用して， す で に 食 1 ィ ソタ一 ナ シ a ナル 

め総務委員として， マ ル ク ス と ど V に 強 い 発 言 力 を 保 持 L ていた。 L T C は，評 議 会 （co_ i i )

ものの本質として，各職能別組合の地域的な合議体であり，地域务_ 組合の結集的組織として,地 

' 方労働運動推進の役割を担う. ととi > に ロ ッ ク • アウト，ストラィギなどの♦議行爲©勃発に際し 

てば主導的存在として，爭i l の指S ，S3体交渉め_ 表およ沙そb 痛# め見込みi どについセ適せな 

判断を耍求されることが常であづたが, . 同時I L T  C の場备は， t i ソドンのも勹童耍性から，昝然 

にィギリス全体の労働組合評_ 昼を統轄し，' これを号令する立;—4こおかれそいた。そ:れは勢い，ィ 

ギリス分磡運斷め方向全体を* いわば牛耳る，もしくは，少'《どt とれ決:的な影響を与免ると

, 'ころの中核的璲関となることを意〖A b f このであって，当知，こめ燊展め線上e t u c があることは

容舄に窺われうるところで'あろう。オッジナが，当時のいかなる巨大な全国的職能別組合の背景を 

. もつこともなU こ，ジャ 'ノタにおいセ断然他の指導者を圧ずるととろの枢要な地位を占め;イギリ 

ス労働組合運威;のボフ、的存在として，飨 1 ィンターナシヨナル鹼鉍委員のひとりt して，臨むこと 

ができナこのは，このL  T  C の書記であるこh 幻よっていた。とのような当時の労働組合運動の構造 

からして，評議会の政策は, ジャンタめそれどほとんど分がたく結びついており , ネ■のためfc,

| しばしば地方評議会の役員は，その統轄下にあった各_ 能別組合の利益と矛齒するととも少くなか
> . (25)

つためである。

ともかく，こうした錯綜した状況を背景として，1 8 6 4年 9 月 2 8 日，ロン ド ン の セ ン ト ==マーテ 

メ ン ス . ホ 一 ル に おt 、て第 1 ィ ン ターナシ a ナ ル の 創立木会が開かれ,オッ ジ ァ は最初の議美と な 

り，アップルガ ー ス も 翌年早々加入し，ポッターは加入しなかったけれども，ハードウヱルは最初

. からそのメンバーとなり，総務委員会に選ばitた最初のタ ル ー シ 4のひとりとなマたの で あ る 。 すで 

に彼が「ビー•ハィヴ」細の熱心な編集者であ づ たことは指摘しておいたが,彼が総務委員会に選 

ばれたことは，ポッタ一 と彼が主宰してv、た薪聞を， こ の 新興の意気に燃える 国際的な勞撖诸組織 

の機関紙たらしやたことは決して鸺然ではない，むしろそれは必然®でさえあ っ た 。 ところで，ィ
• ン：..■，.、ぐ,. . . . . , . . .  . . . . . . . . .  . .
ベ'，.--.-- - __ へ，- . 圓.

注 (24) 围際社会虫詨迩勋とィギリス労働速動との関速については, 拙 著 「マルクス主義に扣ける革命と改设 , (御 

茶の水泔房）19 6 7年を参照。 .

(25) Coltham, ibid., p. 396., . . . ..  ★_ . ,
一 - 1的 _

女反#》笑た難鞍f媒炫分で游̂ 球双̂ t飾s吻仍、•的、'资xぬブね̂
P  ■ . . . . . . .  .* : : . . . . . . .  ...卜： . . . . . . . . . . .

• ; .  . . . . . . . ン . . . . . .
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ンターナシHナルの理論的指導者であり事実上のマヌーヴァの演出若であったマルクスはI ’機閼释J 
の運動におV、てもつ決宛的な逭劉生を独く認識しでいたのであるが* インターナシd ナ ノ み ず  

から意図した方向に導くために，この新聞を利用することを迎じて，やがては，その編集権を■掌握 

しようとさえはかったのである。従づてここで問題は二つの侧而をもっていたことがわ:^る。:すタ: ; 
わち , 「ビ ー .パイヴ」紙とイソタ- ナツ a ナルとの関係の深まりが， 突はポッタャとジ;v ング与 

の增犬する対立関係と密接に絡み合っていたととであって，それは主として組合政策耷や々る両者

の 觅 解 の 战 本 的 な 差 興 , す な わ ち ジ 屮 ン タ に よ っ て 指 導 さ れ る 「合 同 主 義 9 原則」 ("amalgffim£^<i 
. . . ( 2 6 )  , " .V ",V.： ：：'；".

priiiciplesu) とポッタ ” に よ っ て 率 い ら れ た 旧 型 の 「戦闕的組合主義 J (old-fashioned m ilitancy) t  ( O

和解しがたい対立であ，った。 そし’てそれは当然に両者の政沿上の見解の差興とも結びつぐ性格をも

のであ;ぅたところに舉純でない反面があった。但しこのことは，ポッタ一が社会主義的ネ辱想9 錄

主 で あ っ た こ と を 必 ず し も 意 味 し な い し ， 泠ッジァや ア ッ プ ル ガ ー ス に 比 較 し て 一 ®し て よ り

的であったというわけではなかづた。もとよりポッタ—は, 労働組合主義者に■おける政垮啤活勢夕

逭 视 お よ び 労 使 関 係 に お け る 秸 極 政 策 （“forward policy”〉 の支持者であったが， しかしこの腐では

アップルガースもオタジナも根本的に対立するものではなかったのである。 それでは， 両煮奪 :
して根元的に対立せしめるに至ったところのものは何かといえば， ひとつはさきにふれデこ組合渾數

の組織原則をめぐる と こ ろ の 問 題 で あ り ， い ま ひ と つ は 「ビー • ハイヴ」 女めぐる両者の派 _ 的！̂ :
中 の 関 係 で あ っ て ， こ の 機 関 紙 が 第 1 インターナショナルの機関紙として， 国外および明内を相 .V、
ても っ 影 響 力 を 考 慮 す る と き , 根 本 的 に は前者の問題を沁ぐる雨者の対立および競合の _ 等約 L ;
者の問題の激イ匕によって，.より一層深刻なものとなったものということができよう。 .

■ ■： . (27) _ . .

スト，ライ，キをも .って .，:■い わ ゆ る 必 要 惡 ’ぐ‘S tr ik e，are’.:always . ev il though in most cases necessary
ev ils”）で あ る と することは , 雄木的にはブ致レながらも，:そして微妙な喰いちがいを示レ彳ボグ ^ ; :
の場合は，ストライキの手段としての行使に和いて慎茁であるべきことを強調しつつも，ァ^ 辑 食 が )
スト ラ イ キ 態 勢 に 突 入 し た 場 合 に は ， 指導部は全力をあげてこれを支援すべきであるとす夸冷背 ！̂
って，合 同 主尋の原則に立つジャンタが，ともすれば， そ れ を r絶対的な惡」 として規足しがちな 0
に比べて， まことに対照的であづた “ それはひと ツ に は ポ シ タ ， の地盤とするとこ .ろ の X ッ ド 齊 ギ :
ドおよび北部 ^：お い て は ， チャーティスト運動の伝緙が根強く , そのために，労働岩階級の軟垮伸 Y:
急進性と組合運 # にお }t る自然発也的な力の発現が茁要祝され， ポジターは突はこのような _ 令 /
もとで， その戦 M 性 を _ りえためであづて， 第 1 イ ン タ ー ナ ツ a ナ ル を 中 心 と す る 国 際 的 灰 労 働 寧 :
動の舞 台 に お い て は > イギリス労働者階級の経済利益の擁護という而で， ジャンタと驻本的に - 致 :
しながら，国内における運動の而で の鋭い対立を示したのは必ずしも偶然ではない。すな知策分ャ

> ^ ( 2 0  Ibid., p. 397. v 〕

(27) Ibid., p. 398.
_  丨_ "丨 _ 13 (1226) 一——•
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シクめ側からみれば，彼らの運励方針は，豊富な組合雄金をもってまかなわれるとごろの共済制度 

を中心として，協同組合運動と男子普通選挙権の運勋を推しすすめるとぃう意味では徹底的に労穹 

協調的であり，全国的クラフト•ュニォニズムによる分働市場の独占的掌握による労働力商品の価 

格機構の統制.を通じて高貨金と屈川め維持を行うのであり，その限りにおぃては，ストラィキは，

• 戎済制度の財政的勘礎であるところの組合茈金の泅渴をひきおこすと、ぃ'う理由0 もとK\ 「必要 Mjどころか「絶対的な惡」とさえ観念されるに至ったのである。中央集権的な財政政策,労働争 

S に対するきびしぃ規制，総じて’上からの政治的なA 導性の強力な発現がジャンクの政策の根幹を 

. なすものであって、チャーティスト運動の根強ぃ伝統を承けっぐb£ ろの, 永続的労働組合la織と： 

は杈とんど無関係に展開されるところの暄騷をきわめた大衆的集会とぃう旧型め運動方針は，ジャへ 

• シタの塞礎を危くするもっとも危険なものと考えられたのではなかろう.が。.以下具体的にこれ,につ 

ぃて検討十る。

すでにのベたように，1865年当時，「ビー • ハイヴ」は， L T C および第1 インタ“ナショナル 

の公式^)機関紙と.さ‘れてぃたが， 1，月.，...全幽鉱山労働若組合 . (National Association of Mineworkers*• *
;•:以下N A M と略称）もまたその機関紙としで指定した。実は , この'新聞が，ジャソタによろ て 決 定

I , 的に支配されるL T  C の機関紙であり，第 1 ィンダーナシa チルの公式の報道機_ 絨でありながら， 

..向時に単一の職業別)組合の機関紙であり、:..し か も そ う し た 事 が が わ ら ず ，.:.'^れらめ団体のぃ 

ずれも， この新聞る政策にがんして何らの統制権をもっでおらず, そめ編集および経営がホ:ッダー 

i バニトゥヱルの手に•独占的に掌握されていf e ところM矛盾# 激イ匕せぎををえなぃ原因があった. 
彼は，「大工お .よび指物エめ進本協会. (Progressive Society 6f Carpenters and Joiner's).'と.呼ばれる小さ：

. を地方的な大工クラブの書記となり, その資格で，1857^0 9時間勞働の運動の体験をするのであ 

るが，I862年まセにロ .ソドン建築エ組合の常任指導部として仕事吃つぃていためであるt だが， 

当時，「大工および建築エ組备j は, ア彡プルガースの指導のもどで,薪型組合としてめ体裁を整 

’ え’づっあり，旧型の.戦闘的な組合からようやく熱練労働着め組織とて, ジャVタめ指導に服しつ 

. つあった段階であみた. ジ+ ンタとふッターど6 公然/とる対立の端緒は，6 4年, 「努.働者ガリパル
.  ̂ . (2Q、
ディ姿員会.』. (Working Men^ Ga；rn)aldi,_:ColrVmitt6e)_.め:会計係の哗位を彼がお .う’ とする.才:ダ

パで..：' .v7-----r：: r-̂-一-： ~r一~• 1—~:----- : ; L — :一-!-~ :— ' . . . ン.，ソ..- * * . ■ ソ . ハ - 、

法（28) R; W- Postg^te, The Builders, History, p. 169*
' ( 2 9 ) マルクスは, 「ガ丨ノバルテ*ィ燊会’一柄1藥労_ 者-の窮状j t ぃう論文の冒顧に, つぎのよ5 にのベてぃる•「ま 

えの通信で迸ぃたュュr キ彳スルのガp パみディ集会やあとで同じような集会がサンダランド，ダンディ，バ一 
ミンガム， ロンドン, その他の場所で行われた• 集会の色备ぃはどこでも_ じで, 集会の結論はいつもrフ今 

, ンス祺のローマからの撤退』であった♦現在, b ンドンのすベての地区で代表を選出して，彼らを大举してジ友 ' 
ン ♦ラッセル卿のもとに派逍し，彼に7 ラy ス堪の口 一マ占領の艏続に反対するた込の措置をと名よi 要•請する 

ととがもくろまれて'^るj “ Marx/ぬigelCW erke, 13d.1 5 .邦訳料? 頁) 。rこのようなガ!)バルディ擁護の運動が 

興常な昂まりをみせたのは, I 862年の過剰生產恐慌によづて，綿樂労働者の窮乏が最悪の状態に道ぃ达备れナここ 

とにもよってぃた（マルクス •■ィギリスビ•おける労働畓め窮乏j M/B；Werke, B d . 1 5 . 邦訳 5如貢)/この意味  

でガリパルディ擁誰迎動が当時の労働者陪級連動にとつて何程か前進的な役割を演じ，従：t>て, ボッタ」がこO  

迎勋に參加してぃたとしても不姐談ではなぃ， . . . ふ: . : ; ' ： ■
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0 6 0 年代におけるイデリス労働運動と穷使関係‘
妇よひ‘クリ* -マ一'の策動によっておこづたが, それとならんで, 当時ジャンタめ支持すもグヲ♦ ドス: 
トシ焱府め年金法案の上提に対するポッタ一の反対によって，彼らは労働組合運動の正式の代表と 

して，彼を到底容認しえなくなった時点からであった。しかしより根本的^ は,その後勃発したバ 

一ミy ガムQ 建築エのストライキに際し，ロック/ アウトされた労働者およびその® 主にた^、して， 

仲裁裁定をうけさぜようと努力b たとき , r ビニ、バイヴ」からは何の支授もうけることがなかっ 

たにもかかわらず，アップルガー!メを誹謗す名ようナi：記事を掲載したことによっセいる左いわ！?る。 

依く努働奢階級の間ヒ普及t ている機関紙を独占的に掌握していることは，ポッターにとって決定 

的な強みであり，これ匕よづて被の勢力は，その拠づて立つ旧組合主義め論理的雄礎の脆弱にもか 

かわらず, その人間的魅力からず名人気とともに増大し, ‘ ジヤンタとりわけアジプルガースと‘の間 

はますますさけがたい決裂の段階に入ってい4 た◊そのような対立を決宠的にしたものこ そ ，1865 
年め 5 月，北夂タフォードシアの煉鉄土の_ においておと4>た争議であって，とれこそこの当時の 

イ> リス穷働組合連動8 複雑多様な挫格を物語名も6 とV、うことができる。 ’ '
_ ン妹よっで指韋さK るL T ⑶ 方 針 は ^ .

を-えざる場合とじヤ, ズトライ綷行為が行われた場合には，.でき：S だけ皁い機会f c仲裁栽宠によって 

争議の解決を実現す态とい5 ととろs 第兰者的 , 公迚的なら沙に地方自i 钵権力の务久を前提とす 

%  4 めであり, こo ようなf e 導方針はいうまでもなく，ジゲシタによっズ設定されテこものであふて， 

もる意味では, 「卫からめj 指導性の発撺で、もった。「ビー‘ハイブJがL T Cのi幾閃紙である限り，LTC 
がそめような方針を打ち出t たとすれば，ポッタ一は当然これに服しなければな•らないことはや :̂r  
をえなかった。だ# 勞働組合の自主性を童んじ，チ ャ ー テ ィ ス ト運動の伝統をうけつぎ，穷働渚階 

紱め i 然発生性を童視す苓ポッターは， L T C の方針に全面的に服することなく，自派の集会にお 

いて, 錬释エ争議行為における仲裁の無条件受諾ではなく，経営者側が「ロック.アウトを解除し 

テこ場合」とV、う条件を#  t ためセある◊すなわち，L T C が仲栽の無条件受諾であったのに対す芩 

明らがな抵抗.セあり，:たんな名械閥的抗争というよりは茁大な運動論上の問題性を秘めていたとと 

匕注目t なけれ找ならない。18如年代fc .おける繊維座業を中心とする労使協議制の為:入は，一方に 

おいて長期化する争議解決のための有効な手段として，労使協調の実現の契機となったのであるが， 

そ れ 同 時 〖こ, 海外市場^おいて次第に不利な状態に追いつめられてきたイギリス産業資本の労働 

政策としX と令れたもの'であり, このような資本政策に，しばしば無原則に妥協しようとするジャ 

ソタ対する痛烈な抑半IJどしてボッタ 一O 政策はきわめて谊要な意味をもつ。まさしくそのような 

妥協政策の代表としての役割を同じ妞築労働者の速®において采していたアップルガ ー ス に 対して， 

ポッタ一がきびしい対決の姿勢を示したのはそのためであった。その意味においてポッタ一の方針

注（30) Coltham, ibid., p. 402.
( 3 1 ) アy プルガースのイギリス労樹I逨動にねける役削，その丨:J和見主義的な本質については,，ロー トツ立女イソ
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、 ' パ  '  18(30年代におけるィギリス労働迎動と労使関係 . ■ '

は戦闘的労働組合主義者にふさわしく前進的であり,ジャンタの保守主義と決定的尽対立するもの 

であった。しかしそれゆもかか和らず, 旧型_ 合9 路線の枠を抜け出ることP できなかった彼が， ,  

.新型組合指導者の集朗としてのジャソタ:によって敗北させられて^、か栘ばならなんったことも,また 

歴史の必然であったゲ ’

北スタフォードシアの錬鉄工のストライキは，1 8 6 5 年 1 月，1 0 :パ”七ソトの賃金引き下げに対
： : . . : : . . . .  - . . . .

する抗 _ として始まづ tこ。 2 月 , 製 銖 業 者 た 今 が ロ ッ ク ，ア ウ ト 舞 行ったとき， 全国製錄エ組合  

(National Association of Irpnwoirkers) ..の議長ジ  3 ン * .ケイ.ン ：.(Jo^m■ K a n e )ゆ，，“,争讓の全国的規棒へ  

拡火をおそれ，労働者のストライキ態勢 の 抛 棄 を よ び か け た の で あ っ た 。 しかしこの全国組合の代

表者会議によって勧告として出された方針は, 当然, 北スタッフォ一ド:ンアの免働者によって拒否
■ ' ■ . ■ … . . • .  ' ' . . .  : : へ . —.

され，仕事に復帰するととを拒今ぢため, ロック. アウトは商スタッフォ一ドシアにも及び，さら 

に限られた地域ではあったが, イ也の製鉄地帯にも及ぶ' w とによって, 事態は次第に深刻な様相を呈
( 3 2 ) .

するに至った 6  I 、うま;"e もなく , ジャ ンタもポッタ一 もこ.の状勢に関心を抱き ， オ ッ ジ ァは L  T  C 

の笛記として爭議にかんす泠情報を蒐集しつつあったのにたぃし，他 方 , ホ: ッタ一は， 自己の貴任  

に お ぃ て 「ビ ー • ハイ V 」 に ロ ン ド ン の 各 労 働 組 合 の 代 表 者 会 議 の 召 集 の 告 示 を 掲 載 し ,そ れ に よ
. .  . . . . . . . .  . ( 3 3 )  . _ ... . ' ' . . .. . ■い

って醵出金名簿による闘争資金の援助活動を開、始した。原則におぃてポッタマのとマた行動味間違 

ってぃなかった。錬鉄工たちが敗北しなぃためにみ当面それ以外に方法がなかったこ匕は明らかで 

あったからである。 しかしながら彼の看過したところのきわめて熏要な題は , C のような直接的 

行動に訴えることにょっで，彼も明らか， めメンバ- のひとりでぁる！̂ P の 韻 _ 得するこ 

とであった。少くともこのような行動に出る前に， L T  C の役員として, 祺実の調査を急# せ,適  

当な処置を要請すべきであったのであ’る• 彼が , このような手続きを無祝し，そのような措置が何 

らの効泶をもちえなぃとすることによって， L T C の権感^ ! 挑戦するこ々となヮたりである。こ： 

.こにポッターのその後の悲劇性があった。かぐじてポッタ一味，:ジャンタの庄倒的な掏威に桃啊し， 

L T G*に対してロ _ン、ドM勞働者協会 (London Working Men's A sso c ia tio n )今も_って対！/[，し，,.政治改 

革運動におぃては, 改革連盟 (Reform L e a g u e )をもって対抗しようとしたのである。1 8 6 5 尔以後 ,

の叙述がきわめて法目すべきであろう  CTh, RottetdiiU Front Chartisxh t6 Labouri^ni, Historical Sketches of 
tho E nglish W orking Class Movement, London# 1929, p p . 183 fT*)0 なお， これについては後の機会にふれる。 

a  (32) r1 8 5 0 年代には貨金は高かったのであるが，勞傾^ は , いがもる貨企切りT l f にも強く反対した。肀講は， 

1 8 6 0年から 6 6 年の丨丨匕製鉄業を通じて拡がつていらた。 1863年には,スタフ士一  ドンア'には大規横なストライ 

中がおこり， 1 8 6 4年には丨人ーズにおいてロック« アゥトがおこった。ま た 65 年には北スタフ才， ドシアにスト 

.ヲイ.キとp ック . • アウ：K力(お.こり，冋年リヴブプールのマ一スイ鉄鋼会社Ki•おいてもストライキがおこった-.ミ 

• ツドルバラ地区の全体にする犬ドライキにおいで極点に達した北难海焊の •ニ速めスト:ライキは> 5 ケ| j ない 

し6 ヶ月もつづいたのである (J- C. Carr and W . Taplin, H istory of the British Steel Industry，1962,O xford, 
pp, 6 2〜6 3 )， この提期にわたる且つ大規模な争論が , ポッターにとってもJT(火な関心市であったことは想像に 

難くない。 : \  V
(33) Coltham, ibid..

 — J (3 {1228) - ....

• I860年代におけるイギリス穷働運動と労使関係
. . . .  ' ■  ■ . ■ ... ■

イギリス労働運動はさまざまの利害め錯綜した諸矛盾をもつて朕開する。68年のT U C の成立は， 

その意味で，しばしば想像さi t るJ；うに, 全国的職能別組合とジャンタの全一的支配のもとにきわ* 
めて乎迫な径路を迎って達成:されたのではなかったことは疑いえないところである。（未完）
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